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近年は、世界的な規模での多剤耐性菌の増加、特に、最終兵器とされてきたカルバペネ

ム系抗菌薬を含む多剤に耐性を⽰すグラム陰性菌が増加する⼀⽅で、これら耐性菌に対し
て有効な新規抗菌薬が枯渇していることが⼤きな課題と認識されている。新規抗菌薬の創
製・開発が進まない要因の⼀つとして、多くの製薬会社が感染症領域から撤退し、世界規模
で企業活動⾃体が他の疾患領域に⽐べ相対的に低下していることが挙げられる。新規抗菌
薬の創薬を継続的に進める上での産業界側の課題として、新薬の創薬標的等に対する魅⼒
あるシーズ化合物の創出の困難さ、多剤耐性菌による感染症治療薬の臨床開発試験を進め
る上での困難さ、に加えて、ビジネス上の優先度が低くなっている（耐性菌を対象にした感
染症治療薬は投薬期間も短く、製造コストも⾼騰化しているため、利益を出しにくい）とい
うことが挙げられる。このような課題は、G7 でも取り上げられ、諸々の施策が打ち出され
ているが、まだ⼗分な効果を発揮するまでには⾄っていない。 

このような状況の中、我々は、薬剤耐性を克服するための試みとして、細菌が⽣育のた
めに必須な鉄を取り込む経路を利⽤して菌体内に侵⼊し抗菌活性を発揮することができる
シデロフォア-抗菌薬の複合体の創製に成功した。このような試みは 30 年以上前から⾏わ
れているものの、これまでに成功例はなかったが、緻密な評価系の構築と化合物のデザイン
によって、シデロフォアセファロスポリン系薬であるセフィデロコルを⾒出すことに成功
した。セフィデロコルは、鉄とキレート体を形成することによって、能動的に働く鉄取り込
み系を介して細菌内に効率よく取り込まれること、βラクタム薬に対する耐性機序として
最も重要で多様性のある各種βラクタマーゼに対して⾼い安定性を有することによって、
上記したカルバペネム耐性グラム陰性細菌全般に対して強い抗菌⼒を発揮できることが、
種々の⾮臨床試験および臨床試験で明らかとなっており、2019 年には欧⽶において承認を
取得し、海外において広く使われ始めている。 
本セミナーにおいては、カルバペネム耐性グラム陰性菌に対する新規治療薬をグローバ

ルに提供することを⽬的として研究開発を進めてきたセフィデロコルの性状と研究開発の
経緯をお⽰しするとともに、新規抗菌薬の研究開発を進める上での課題、および課題解決の
ために国際的なレベルでの産学官の連携が必要であることについて紹介したい。 
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